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第 232回 渋谷区の花田傳像と呉永石像 

        筆者：林 久治（記載：2023 年 4月 18 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の 7月は、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛

していた。しかし、大阪在住の３人の孫達は夏休み前に感染したが軽症であった。

そこで、私は９月初旬に大阪に行き、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。私の銅像探索記の全ては、２）のサイト

/fから閲覧出来ます。 

私は 3月 21日から 31日まで、大阪に滞在し孫達の世話をした。その間に、銅像

探索も少しは出来た。227回の記事/fでは、その中から大阪市の弘世像の探索記を

記載した。228回の記事/fでは、茨木市の奥田光像の探索記を記載した。229回の

記事/fでは、京都市の田辺朔郎像の探索記を記載した。230回の記事/fでは、大阪

市中央区の林市蔵像の探索記を記載した。 

私は、東京に帰ってからも銅像探索を再開し、4月 8日には渋谷区の森山武市郎

像と河野カタ像を探索し、江東区の勢至丸像と合わせて、前回の記事/fに記載し

た。私は 4 月 14日に渋谷区で花田傳像と呉永石像を探索した。前者は１）のサイト

/に収録されていないが、後者は収録されている。本稿は両像の探索記である。な

お、本稿では私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字で記載する。 

  

（２）渋谷区の花田学園 

私は、３）のサイト/8などの記事で、渋谷区の花田学園（渋谷区桜丘町 20-1、以

後は本園と書く）に花田傳像があることを知っていた（次ページの図１上を参

照）。本像は１）のサイト/に収録されていないので、今回探索した次第である。図

１下には、本園の周辺地図を示す。本図が示すように、本園（図１下の①）は渋谷

駅南地域にある「セルリアンタワー東急ホテル」の直ぐ南にある豪華な「渋谷イン

フォスタワー」の東南部に入居している（地下１階から地上４階まで）。 

 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-227.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-228.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-229.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-229.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-230.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-231.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
https://www.hanada.ac.jp/mobile/news/index.php?vid=1655351558
https://douzou.guidebook.jp/
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 次ページの図２に本園の玄関を示す。本図にあるように、本園は「日本鍼灸理療

専門学校」と「日本柔道整復専門学校」を運営している。ウィキペディアに次の記

載がある。 

渋谷インフォスタワー（地上 21 階、地下 4階）は、東京都渋谷区桜丘町に所在する、住友

不動産が開発し保有する超高層複合ビルである。1998 年 3月竣工。開業当時の渋谷駅周辺

では、超高層ビルの竣工は東邦生命本社ビル以来約 23年ぶりとなった。オフィス区画には

図１．上：花田学園・日本

鍼灸理療専門学校 の卒業生

で、プロテニス 大坂なおみ

選手のトレーナーである茂

木奈津子さんが来校された

時の写真（2022 年 6月 15

日）、本図は、３）のサイ

ト/8より借用。左の人物は

櫻井理事長。 

下：花田学園の周辺地図。 

①：花田学園、②：日本デ

ザイナー学院、③：日本発

明振興協会。 

渋谷インフォスタワー 

① 
③  

②  

https://www.hanada.ac.jp/mobile/news/index.php?vid=1655351558
https://www.hanada.ac.jp/mobile/news/index.php?vid=1655351558
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インターキュー（現：GMOインターネットグループ）など複数の IT系企業が入居し、ネッ

トバブル前夜の 1999 年頃に生まれた新語「ビットバレー」発祥の地の一翼を担った。最上

部の 21 階と 20階は住居区画であり、高級賃貸マンション「渋谷インフォスタワーハイ

ツ」として運営されている。 

 

 

図２．上：花田学園の玄関屋根、下：花田学園の玄関。 
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 本園理事長の櫻井康司氏は、本園 HP（４）のサイト/）の挨拶で、次のように述

べている。 

昭和 31 年、渋谷の桜丘町に誕生した花田学園、戦後日本の発展と共に鍼灸師、あん摩マッ

サージ指圧師、並びに柔道整復師の人材育成に努力を傾注し、教育機関としての歩みを続

けています。15,000 名余を超える卒業生が、国内だけでなく海外でも活躍をしており、学

園の大きな財産でもあります。この半世紀を越える教育機関としての経験を集大成し、平

成 21 年 4月には鍼灸学科、柔道整復学科と共に、新たに看護学科を加えた 2学部 3学科よ

りなる、東京有明医療大学を開学しました。平成 25 年 4月には大学院を設置し教育機関と

しての責任を推し進めています。（昭和 31年は 1956 年である。） 

 

（３）花田学園の花田傳像 

 本園玄関の写真を図２下に示す。玄関の外から、時計の右側に胸像が見えた。玄

関に入ると、胸像の横に受付があったので、窓口の若い男性に「銅像を撮影してよ

いか」と尋ねた。彼は奥に行って、上司に報告した。その上司が現れて「撮影して

もよいが、HPや SNS に書かないで下さい」と言われた。 

  

図３． 

台座正面の題

字 

https://www.hanada.ac.jp/data/
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 私は花田傳像を撮影したが、残念ながら上記の約束により、本稿に花田像の写真

を掲載することは出来ない。その代わり、図３に台座正面の題字を示す。花田氏は

市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない典型的な人物である（②の基

準）。従って、本題字を紹介することは、花田学園と花田氏にご迷惑をおかけする

ことは決してなく、むしろ本像の存在を歴史に残す意義があると、私は確信する。 

図４上左に本像背面のサインを示す。そこには「昭和五拾八年六月 制作 久

間」と彫られていた。私は「久間 彫刻家」で検索したが、該当者は無かった。図

４下には、花田傳先生の写真を示す。 

  

 

図４． 

上左：本像背面のサイン、上右：台座側面の銘盤、 

下：花田傳先生の写真、本図は、６）のサイト/より借

用。 

https://www.hanada.ac.jp/history/
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 図４上右には、台座側面の銘盤を示す。この写真は不鮮明で解読困難であった

が、花田学園の沿革（５）のサイト/l）や「建学の父 花田 博」と題する記事

（６）のサイト/）などを参考にして、その内容を本像の概要欄に記載した。また、

7）のサイト/fには、以下の記載がある。 

社団法人日本鍼灸師会三代会長 花田 傳（昭和 30 ～ 32年度） 

 以上の資料などにより、花田像の概要は次の通りである。 

花田傳先生胸像 

設置場所：東京都渋谷区桜丘町 20-1 花田学園 1階ロビー 

制作者：久間（経歴不明） 

建立時期：1983 年６月 

設置経緯：花田学園建学の父・花田博先生（はなだ・つとう、1895.11.2-1982.12.9）は福

岡県に生まれる。学校法人花田学園初代理事長。もとは実業家だったが、30代で鍼灸に出

会い、名人と称される鍼灸師に。拓殖大学で漢方医学を学ぶことで、東洋医学全般の造詣

も深める。その後、日本鍼灸師会の創設に関わる中で、鍼灸師の技術向上や鍼灸の科学化

の必要性を実感。私財を投じ、鍼灸師養成のため「日本中央鍼灸専門学校」「東京高等柔

道整復学校」を 1956 年に開校した。その後の生涯にわたり、はり師、きゅう師、あん摩マ

ッサージ指圧師、柔道整復師の養成に情熱を注ぎ、全国養成施設協会の最高指導者として

斯界の発展に多大な功績を残した。 

本像台座側面にある「花田博先生の略歴」には次の記載がある。 

学校法人花田学園創立者初代理事長 日本鍼灸理療専門学校初代校長 日本柔道整復専門

学校初代校長 財団法人東洋医学研究所初代理事長 

従五位勲四等 花田博先生 略歴 

50年にわたり、本邦のあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師業界及び

養成施設協会の最高指導者として斯界の発展に多大な貢献をなす。 

明治 28 年 福岡県遠賀郡岡垣町内浦に生まる 

昭和 7年 広島鍼灸学校卒業 

昭和 16 年 拓殖大学漢方科卒業 

昭和 16 年 宮崎県鍼灸師会長 

昭和 21 年 九州連合鍼灸技師会長 

昭和 23 年 全日本鍼灸技マッサージ師会連盟理事長 

昭和 24 年 財団法人東洋医学研究所開設初代理事長 

昭和 XX 年 厚生省あん摩、マッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復等中央審議会委員 

昭和 30 年 社団法人日本鍼灸師会会長（三代） 

昭和 31 年 日本鍼灸理療専門学校と日本柔道整復専門学校創設初代校長 

昭和 38 年 学校法人花田学園創立初代理事長 

昭和 43 年 業界で初めて藍綬褒章受章 

昭和 46 年 東京都あん摩、マッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復等審議会委員 

昭和 51 年 叙 勲四等旭日小綬章 

昭和 57 年 12月 9 日 没 享年 87才 

 

https://www.hanada.ac.jp/data/history.html
https://www.hanada.ac.jp/history/
https://www.harikyu.or.jp/wps89n/wp-content/uploads/2022/04/70th_kinennshi.pdf
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（４）日本デザイナー学院の呉永石像 

 私は花田学園の花田像を探索する前に、近くにある日本デザイナー学院（渋谷区桜丘

町 4-16、以後は本院と書く）に行って呉永石像を探索した。本院の場所は図１下の

②地点である。本像は１）のサイト/に収録されているが、本像の基本情報を探索し

た次第である。 

 

図５．日本デザイナー学院の玄関 

 

 図５に日本デザイナー学院の玄関を示す。本玄関の向かい側は、JRの線路があっ

た。本玄関を外から見ると、１基の胸像が設置されていた。本像は１階受付から離

れていたので、無断で撮影した。ウィキペディアによれば、本院の概要と略歴は次

の通りである。 

専門学校日本デザイナー学院は、東京都渋谷区にある東京都認可のデザイン・漫画の専門

学校。初代校長はグラフィックデザイナーの山名文夫。創立より多くのデザイナー、漫画

家、イラストレーターを輩出している。グループ校に日本写真芸術専門学校、専門学校日

本デザイナー学院九州校がある。 

1965 年： 日本デザイナー学院が設立。初代学院長に山名文夫が就任。 

1966 年：日本写真専門学院が東京都渋谷区神宮前にて設立。 

1977 年：学校法人呉学園設立、初代理事長に呉永石が就任。専門学校として認可され、専

門学校日本デザイナー学院に校名が変更される。 

1985 年：創立 20周年を迎え、渋谷に日本デザイナー学院および日本写真芸術専門学校の総

合校舎が完成する。 

（本文は、9ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
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図６． 

上左：呉永石先生像 

上右：本像背面のサイン、 

下：本像台座側面の額。 
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 図６上左に呉永石先生像を、図６上右に本像背面のサインを、図６下に本像台座

側面の額を示す。背面のサインには「Shiro T ‘01」と彫られていた。「Shiro T」

に該当する彫刻家として、辻志郎（1932 – 2003：ウィキペディア）と田村史郎

（1947－：８）のサイト/2）が該当するが、どちらかを決定することは現在は出来

ない。 

 図６下の本像台座側面にある額の筆者は、有名な写真家の秋山正太郎（1920-

2003）である。彼は、日本写真芸術専門学校の講師や校長を務めていた。本額には

次のように書かれている。 

今日一日を 精一杯 

 呉永石先生の略歴は、次の資料に書かれている。それらを統合して、本像の概要

欄に記載する。 

９）のサイト/0、10）のサイト/9、11）のサイト/8  

以上の資料などにより、呉像の概要は次の通りである。 

呉永石先生胸像 

設置場所：東京都渋谷区桜丘町 4-16 日本デザイナー学院玄関 

制作者：Shiro T（辻志郎あるいは田村史郎） 

建立時期：2001 年 

設置経緯：呉永石先生（オ・ヨンソク、1936-2001.3.31）は在日コリアンで、東京生まれ

の大阪育ち。法政短大の経済学部を卒業。1965 年、日本デザイナー学院創立。1966 年日本

写真専門学院創立、1969 年日本ビジネススクール創立、1977 年学校法人呉学院創立。1986

年米国セントラルメソジスト大学名誉博士号授受、1996 年東京都〈学校教育功労者〉表彰

を受けている。徒手空拳で学園を創立し、30年に渡り週２回の人工透析と聴力の喪失とい

うハンデを負いながら、１にも情熱、２にも情熱、チャレンジ精神の経営哲学で学園を築

き、発展させた教育事業家である。在日の文化芸術人達の支援、育成にも尽力され、長年

美術館の創設を夢見たが未完成として 2001 年に旅立たれた（享年 65歳）。葬儀委員長は

写真家秋山庄太郎氏が務めた。 

 

（５）渋谷区の日本発明振興協会の銅像 

 日本デザイナー学院（図１下の②）で呉永石像を探索し、花田学園（図１下の

①）に行く途中に、日本発明振興協会（図１下の③、渋谷区桜丘町 4－22）の前を

偶々通った。すると、玄関内に多数の銅像やレリーフがあることを見た。ここの銅

像は１）のサイト/に収録されていることを、私は知っていたが、玄関に入って銅像

を一応点検してみた。 

 玄関内には多数のレリーフと４基の胸像があった。胸像の写真を次ページの図７

上に示す。向かって左から、藤増次郎氏、西田好範氏、福田孝氏、及び池田英一氏

の胸像であった。図７下左には藤増次郎氏像を、図７下右には西田好範氏像を示

す。 

https://ishigami-iwate.jp/3072
https://m.facebook.com/page/about.php?id=190501810985550
http://www.shikoku-np.co.jp/national/okuyami/article.aspx?id=20010409000059
http://11）のサイトwww.hajeongwoong.com/blank-168
https://douzou.guidebook.jp/
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図７．上：日本発明振興協会の 4 基の銅像、下左：藤増次郎氏像、下右：西田好範

氏像。 

 

 次ページの図７左に福田孝氏像を、図７右に池田英一氏像を示す。４基の胸像の

周囲には、これらの説明文は掲示されていなかった。また、４像は壁際に設置され
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ていたので、背面を見ることが出来なかった。日本発明振興協会のパンフレット

（12）のサイト/）には、本協会の事業の一つとして「胸像、レリーフと冠賞」が記

載されている。しかし、胸像とレリーフの展示室や本協会の HPには、胸像とレリー

フとなって表彰された方々の略歴や表彰理由が一切書かれていない。これでは、表

彰の意味がない。本協会の再考をお願いしたい。 

 

  

図８．左：福田孝氏像、右に：池英一氏像。 
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https://www.hanada.ac.jp/data/
https://www.hanada.ac.jp/data/history.html
https://www.hanada.ac.jp/history/
https://www.harikyu.or.jp/wps89n/wp-content/uploads/2022/04/70th_kinennshi.pdf
https://www.harikyu.or.jp/wps89n/wp-content/uploads/2022/04/70th_kinennshi.pdf
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８）のサイト：https://ishigami-iwate.jp/3072 

９）のサイト：https://m.facebook.com/page/about.php?id=190501810985550 

10）のサイト：http://www.shikoku-

np.co.jp/national/okuyami/article.aspx?id=20010409000059 

11）のサイト：https://www.hajeongwoong.com/blank-168 

12）のサイト：http://www.jsai.org/ 

https://ishigami-iwate.jp/3072
https://m.facebook.com/page/about.php?id=190501810985550
http://www.shikoku-np.co.jp/national/okuyami/article.aspx?id=20010409000059
http://www.shikoku-np.co.jp/national/okuyami/article.aspx?id=20010409000059
https://www.hajeongwoong.com/blank-168
http://www.jsai.org/

